
（
警
察
官
等
特
殊
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
の
一
部
改
正
）

第
三
条

警
察
官
等
特
殊
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
（
平
成
十
四
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
訓
練
等
）

（
訓
練
等
）

第
六
条

警
察
官
等
拳
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
（
昭
和
三
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
。
以
下
「
拳

銃
規
範
」
と
い
う
。）第
十
五
条
及
び
第
十
六
条
の
規
定
は
、
特
殊
銃
の
訓
練
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
拳
銃
規
範
第
十
五
条
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、「
図
る
た
め
」
と
あ

る
の
は
「
図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
」
と
、「
所
属
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
」
と
、「
拳
銃
訓
練
」
と
あ
る
の

は
「
特
殊
銃
訓
練
」
と
、
拳
銃
規
範
第
十
六
条
第
一
項
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」と
、

「
所
属
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
」
と
あ
る
の
は「
指
定
所
属
」

と
、「
拳
銃
訓
練
」
と
あ
る
の
は
「
特
殊
銃
訓
練
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条

警
察
官
等
け
ん
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
（
昭
和
三
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
。以
下「
け

ん
銃
規
範
」
と
い
う
。）第
十
五
条
及
び
第
十
六
条
の
規
定
は
、
特
殊
銃
の
訓
練
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
け
ん
銃
規
範
第
十
五
条
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、「
図
る
た
め
」

と
あ
る
の
は
「
図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
」
と
、「
所
属
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
」
と
、「
け
ん
銃
訓
練
」
と

あ
る
の
は
「
特
殊
銃
訓
練
」
と
、
け
ん
銃
規
範
第
十
六
条
第
一
項
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本

部
長
」
と
、「
所
属
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
」と
あ
る
の
は「
指

定
所
属
」
と
、「
け
ん
銃
訓
練
」
と
あ
る
の
は
「
特
殊
銃
訓
練
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

（
特
殊
銃
の
使
用
）

（
特
殊
銃
の
使
用
）

第
十
三
条

﹇
１
・
２

略
﹈

第
十
三
条

﹇
１
・
２

同
上
﹈

３

拳
銃
規
範
第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
特
殊
銃
の
使
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
拳
銃
規
範
第
五
条
第
一
項
及
び
第
七
条
第
一
項
中
「
警
察
官
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
警
察
官
」
と
、
拳
銃

規
範
第
七
条
第
三
項
中
「
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
し
な
い
も
の
と
す
る
」
と
、
同
条
第
四
項

及
び
第
八
条
第
一
項
中
「
警
察
官
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
警
察
官
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

け
ん
銃
規
範
第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で
の
規
定
は
、
特
殊
銃
の
使
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
け
ん
銃
規
範
第
五
条
第
一
項
及
び
第
七
条
第
一
項
中
「
警
察
官
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
警
察
官
」
と
、

け
ん
銃
規
範
第
七
条
第
三
項
中
「
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
し
な
い
も
の
と
す
る
」
と
、
同
条

第
四
項
及
び
第
八
条
第
一
項
中
「
警
察
官
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
警
察
官
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
報
告
）

（
報
告
）

第
十
四
条

﹇
略
﹈

第
十
四
条

﹇
同
上
﹈

２

拳
銃
規
範
第
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
指
定
警
察
官
が
特
殊
銃
を
撃
っ
た
と
き
（
盲

発
し
た
と
き
を
含
む
。）に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
拳
銃
規
範
第
十
条
第
一
項
中
「
警
察
官

は
、」と
あ
る
の
は
「
現
場
指
揮
官
は
、
指
定
警
察
官
が
」
と
、「
所
属
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
長
」
と
、

同
条
第
三
項
中
「
所
属
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
長
」
と
、「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、「
所
轄

庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
所
轄
庁
の
長
（
警
察
庁
長
官
（
以
下「
長
官
」

と
い
う
。）を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、「
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
庁
長
官
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

２

け
ん
銃
規
範
第
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、指
定
警
察
官
が
特
殊
銃
を
撃
っ
た
と
き（
盲

発
し
た
と
き
を
含
む
。）に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
け
ん
銃
規
範
第
十
条
第
一
項
中
「
警
察

官
は
、」と
あ
る
の
は
「
現
場
指
揮
官
は
、
指
定
警
察
官
が
」
と
、「
所
属
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
長
」と
、

同
条
第
三
項
中
「
所
属
長
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
長
」
と
、「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、「
所
轄

庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
所
轄
庁
の
長
（
警
察
庁
長
官
（
以
下「
長
官
」

と
い
う
。）を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、「
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
庁
長
官
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

（
特
殊
銃
の
保
管
に
関
す
る
拳
銃
規
範
の
準
用
）

（
特
殊
銃
の
保
管
に
関
す
る
け
ん
銃
規
範
の
準
用
）

第
十
八
条

拳
銃
規
範
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
並
び
に
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
五
条

ま
で
の
規
定
は
、
特
殊
銃
の
保
管
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
拳
銃
規
範
第
十
八
条
第
一
項

中
「
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
り
拳
銃
等
の

保
管
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
に
配
備
さ
れ
た
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
警

察
官
か
ら
保
管
を
依
頼
さ
れ
た
拳
銃
等
」
と
あ
る
の
は
「
特
殊
銃
等
」
と
、
拳
銃
規
範
第
二
十
二
条
中
「
所
轄

庁
の
拳
銃
等
の
貸
与
事
務
担
当
課
」
と
あ
る
の
は
「
警
視
庁
及
び
道
府
県
警
察
本
部
の
装
備
事
務
担
当
課
」と
、

拳
銃
規
範
第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
所

轄
庁
の
長
（
長
官
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、「
事
故
拳
銃
」
と
あ
る
の
は「
事
故
特
殊
銃
」

と
、「
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
庁
長
官
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
所
轄
庁
の
長
（
長
官
を
除
く
。）」
と
あ
る

の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、「
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
庁
長
官
」
と
、拳
銃
規
範
第
二
十
四
条
第
一
項
中「
別

記
様
式
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
官
等
特
殊
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
別
記
様
式
第
一
号
」と
、「
所
轄
庁
」

と
あ
る
の
は
「
警
視
庁
又
は
道
府
県
警
察
本
部
」
と
、
拳
銃
規
範
第
二
十
五
条
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の

は
「
警
察
本
部
長
」
と
、「
別
記
様
式
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
官
等
特
殊
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
別
記

様
式
第
二
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条

け
ん
銃
規
範
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
並
び
に
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
五

条
ま
で
の
規
定
は
、
特
殊
銃
の
保
管
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
け
ん
銃
規
範
第
十
八
条
第

一
項
中
「
命
ぜ
ら
れ
た
部
署
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
り
け
ん

銃
等
の
保
管
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
所
属
に
配
備
さ
れ
た
」
と
、
同
条
第
五
項

中
「
警
察
官
か
ら
保
管
を
依
頼
さ
れ
た
け
ん
銃
等
」
と
あ
る
の
は
「
特
殊
銃
等
」
と
、
け
ん
銃
規
範
第
二
十
二

条
中
「
所
轄
庁
の
け
ん
銃
等
の
貸
与
事
務
担
当
課
」
と
あ
る
の
は
「
警
視
庁
及
び
道
府
県
警
察
本
部
の
装
備
事

務
担
当
課
」
と
、
け
ん
銃
規
範
第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、

同
条
第
二
項
中
「
所
轄
庁
の
長
（
長
官
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、「
事
故
け
ん
銃
」
と
あ

る
の
は
「
事
故
特
殊
銃
」
と
、「
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
庁
長
官
」
と
、
同
条
第
四
項
中「
所
轄
庁
の
長（
長

官
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、「
長
官
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
庁
長
官
」
と
、
け
ん
銃
規
範

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
官
等
特
殊
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
別
記

様
式
第
一
号
」
と
、「
所
轄
庁
」
と
あ
る
の
は
「
警
視
庁
又
は
道
府
県
警
察
本
部
」
と
、
け
ん
銃
規
範
第
二
十
五

条
中
「
所
轄
庁
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
本
部
長
」
と
、「
別
記
様
式
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
官
等
特

殊
銃
使
用
及
び
取
扱
い
規
範
別
記
様
式
第
二
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
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